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表９ 遺物（土器）観察表

館蔵品調査報告－下松市生野屋採取古代土器－

法量（　）は復元値　△は残存値

遺物

番号

コンテナ・

袋
器種 部位

法量（㎝）
①口径②底径③器高

色調
①外面　　②内面

胎土 焼成 備考

ＩＮＹ
1

コンテナ24

袋3

須恵器

坏蓋

口縁

～天井部

①端部13.5

　　　受け部12.6

③1.6

①②灰色（N6/）

外面重ね焼露出部

上面 灰白色（5Y8/1）　側面 灰色（N5/)

密 良好

口縁残存率1/2

扁平な天井から屈曲して口縁部を降下させる

口縁端部は鳥嘴状に下垂させる

口縁上面と側面に重ね焼痕が見られる

天井部外面に円状のヘラ描沈線が刻まれている

中央部にも沈線が見られる

内面に文字を消した痕跡と「生野屋」の注記が見られる

ＩＮＹ
2

コンテナ24

袋3

須恵器

坏蓋

口縁

～天井部

①端部（17.4）

　　　受け部（16.5）

③2.8

つまみ径1.8

①②灰白色(5Y7/1)～灰色（5Y5/1) 密 良好

つまみを中心に径を復元（口縁残存率1/9）

天井の中央にボタン状つまみを有する

扁平な天井から内湾気味に降下し口縁に至る

口縁端部はほぼ垂直に下垂させる

口縁外面に重ね焼痕が見られる

内面に「生野屋」の注記が見られる

ＩＮＹ
3

コンテナ80

袋4

須恵器

坏蓋

口縁

～天井部

①端部（13.2）

　　　受け部（12.3）

③2.5

つまみ径（2.9）

①②灰色(N6/) 密 良好

同一個体とみられる口縁部片から径復元（残存率1/3.5）

シャープなつく りで法量が小さい

低く ドーム状に膨らむ天井部に扁平なボタン状つまみが付く

天井から内湾して降下し、口縁は屈曲して外方に開く

口縁端部は鳥嘴状に下垂させる

ＩＮＹ
4

コンテナ24

袋3

須恵器

坏蓋

口縁

～天井部

①端部（14.6）

　　　受け部（13.6）

③△1.8

①②灰色(N6/～5/) 密 良好

口縁で径復元（残存率1/8）

扁平な天井から屈曲して口縁が外方に開く

口縁端部はほぼ垂直に下垂させる

器壁の厚い個体

焼き歪みで口縁が全面で接地しない

口縁上面から側面にかけて重ね焼痕が見られる

18と同一個体である可能性を残す

ＩＮＹ
5

コンテナ80

袋4

須恵器

坏蓋

口縁

～天井部

①端部（14.4）

　　　受け部（13.4）

③△1.1

①②灰色(N6/) 密 良好

口縁で径復元（残存率1/10）

扁平な天井から屈曲して口縁が外方に開く

口縁端部はやや外方に下垂させる

17と同一個体の可能性を残す

ＩＮＹ
6

コンテナ24

袋3

須恵器

坏蓋

口縁

～天井部

①端部（13.0）

　　　受け部（12.0）

③△1.7

①②浅黄橙色(10YR8/3)

重ね焼露出部　灰黄色（2.5Y7/2）
密

不良

(土師質)

口縁で径復元（残存率1/5）

扁平な天井から屈曲して口縁が外方に開く

口縁端部はやや外方に下垂させる

口縁端部上面から口縁内面にかけて重ね焼痕が見られる

21と同一個体である可能性を残す

ＩＮＹ
7

コンテナ80

袋4

須恵器

坏蓋

口縁

～天井部

①端部（13.4）

　　　受け部（12.0）

③△1.8

①にぶい黄橙色(10YR7/3)

②白灰色（2.5Y7/1)～灰黄色（2.5Y7/2)

重ね焼露出部　灰白色（2.5Y7/1)

密
不良

(土師質)

口縁で径復元（残存率1/8.5）

扁平な天井から屈曲して口縁が外方に開く

口縁端部は丸く 肥厚させる

口縁端部上面から口縁内面にかけて重ね焼痕が見られる

20と同一個体である可能性を残す

ＩＮＹ
8

コンテナ80

袋4

須恵器

坏蓋

口縁

～天井部

①端部（17.2）

　　　受け部（16.0）

③1.6

①灰白色(2.5Y7/1）～灰黄色（2.5Y7/2)

②灰白色(N7/)

外面重ね焼露出部　黄灰色（2.5Y6/1～5/1）

密 良好

口縁で径復元（残存率1/4）

器壁が厚く 法量も大きい

扁平な天井から弱く 屈曲して口縁を降下させる

口縁端部は垂直に下垂させる

口縁上面から側面にかけて重ね焼痕が見られる

内面に「生野野屋」の注記が見られる

ＩＮＹ
9

コンテナ24

袋3

須恵器

坏蓋
天井部

③△1.4

つまみ径2.8㎝

①灰色(5Y6/1)

②青灰色（5PB6/1)
密 良好

器壁の薄い天井部にボタン状のつまみが付く

つまみの中央に「○」の墨書が見られる

ＩＮＹ
10

コンテナ80

袋4

須恵器

高台付坏

口縁

～底部

①（11.8）

高台径

外端（8.6）　内端（7.8）

③4.9

①②灰色(N6/) 密 良好

高台で径を復元（残存率1/5）

底部外端に断面逆台形の高台が付く

高台は底面全面で接地する

体部はやや内湾気味に立ち上がる

ＩＮＹ
11

コンテナ80

袋4

須恵器

高台付坏

完形復元

可能

①（12.0）

高台径

外端（6.6）　内端（6.0）

③4.45

①灰色（N5/)

②灰色(N4/)
密 良好

高台で径復元（残存率1/3）

断面方形の小ぶりな高台が底部外端のやや内側に付く

口縁がわずかに外反する

底部外面はヘラ切り後板ナデが施される

内面に「生野屋」の注記が見られる

ＩＮＹ
12

コンテナ80

袋4

須恵器

坏

口縁

～体部

①（10.2）

③△3.2

①灰色(10Y6/1)～灰白色（10Y7/1）

②灰白色（10Y7/1）
密 良好

口縁で径復元（残存率1/7）

内湾気味に立ち上がり口縁を軽く 外反させる

ＩＮＹ
13

コンテナ80

袋4

須恵器

坏

口縁

～体部

①（14.0）

③△4.5

①灰色(5Y6/1～8/1)

②灰色(5Y6/1～7/1)
密 良好

口縁で径復元（残存率1/8）

内湾気味に立ち上がり口縁をやや強く 外反させる

他の坏に比べ法量が大きい

内面に「生野屋」の注記が見られる

ＩＮＹ
14

コンテナ80

袋4

須恵器

坏

口縁

～体部

①（12.8）

③△3.0
①②灰白色（5Y7/1） 密 良好

口縁で径復元（残存率1/5）

内湾して口縁が立ち上がるが片口が設けられている

法量が小さい

ＩＮＹ
15

コンテナ80

袋4

須恵器

高台付坏

体

～底部

高台径

外端（7.5）　内端（7.1）

③△2.5

①②灰白色(N7/) 密 やや不良

高台基部で径復元（残存率1/6）

底部外端に断面方形の高台が付く

器壁が厚く 法量も大きい

ＩＮＹ
16

コンテナ80

袋4

須恵器

高台付坏

体

～底部

高台径

外端（7.2）　内端（6.6）

③△2.4

①灰色（N5/)

②灰色(N6/)
密 良好

高台で径を復元（残存率1/2）

底部外端に断面逆台形の小ぶりな高台が付く

ＩＮＹ
17

コンテナ24

袋3

須恵器

高台付坏

体

～底部

高台径

外端（9.1）　内端（8.0）

③△2.8

①灰色（N5/)

②灰色(N6/)
密 良好

高台で径復元（残存率1/5）

底部外端のやや内側に断面長方形の小ぶりな高台が付く

高台底面内端にわずかに段が形成される

ＩＮＹ
18

コンテナ24

袋3

須恵器

高台付坏

体

～底部

高台径

外端（7.2）　内端（6.5）

③△2.4

①②灰色(5Y5/1) 密 良好

高台で径復元（残存率1/5）

底部外端のやや内側に断面逆台形の小ぶりな高台が付く

器壁が薄く 法量も小さい

ＩＮＹ
19

コンテナ80

袋4

須恵器

高台付坏

体

～底部

高台径

外端（8.0）　内端（7.4）

③△1.45

①灰色(7.5Y6/1)

②灰色(N6/)
密 良好

高台で径復元（残存率1/4）

底部外端に断面逆台形の小ぶりな高台が付く

高台下面は内端で接地する

ＩＮＹ
20

コンテナ80

袋4

須恵器

高台付坏
底部

高台径

外端（6.6）　内端（6.1）

③△1.1

①②灰白色(N7/) 密
やや

不良

高台で径復元（残存率1/4）

底部外端に断面逆台形の小ぶりな高台が付く

法量が小さい

ＩＮＹ
21

コンテナ80

袋4

須恵器

坏

体

～底部
③△2.0 ①②灰白色（10Y7/1） 密 良好

底部で径復元（残存率1/6）

平底からやや内湾気味に開き体部が立ち上がる

底部外面に糸切痕のよう な沈線が残るが小片のため不確実

ＩＮＹ
22

コンテナ24

袋3

須恵器

坏
底部

②（6.4）

③△1.6

①浅黄橙色（7.5YR8/4)～灰黄色(2.5Y7/2)

②にぶい橙色(7.5YR7/3)
密

不良

(土師質)

底部外端で径復元（残存率1/3.5）

法量の小さい坏

底部外端で径を復元したが成形時の回転ナデの中心は中央からずれている

（径が大きく なる可能性あり）

底部外面に「生野屋」の注記が見られる

表９　遺物 （土器） 観察表
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表９ 遺物（土器）観察表

館蔵品調査報告－下松市生野屋採取古代土器－
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表９つづき 表10 遺物（土製品など）観察表

館蔵品調査報告－下松市生野屋採取古代土器－

遺物

番号

コンテナ・

袋
種類 部位

法量

①長さ(mm) ②幅(mm) ③厚さ(mm) ④重量(g)
備考

ＩＮＹ

36

コンテナ80

袋4
取鍋 口縁－底部

口径内端（9.8㎝）外端（12.5㎝）　底部径（9.5㎝）　器高5.9㎝　

④182.95

色調外面

灰黄褐色（10YR6/2)～にぶい黄色（2.5Y6/4)

色調内面

灰色（5Y6/1)～灰オリーブ色（5Y6/2）

胎土

やや粗（0.5～7㎜φの砂礫（く さり礫・長石など）多く混ざる

口縁内面に金属が溶着する

ＩＮＹ

37

コンテナ80

袋4
土製鋳型か 上端部 ①108.5 ②45 ③33.5 ④131.48

色調

灰黄褐色（10YR5/2）～褐灰色（10YR5/1)

被熱部色調

にぶい赤褐色（2.5YR5/3)～赤灰色（2.5Y4/1)

胎土

粗（0.1～2㎜φの砂粒（長石・石英など）多く混ざる

上端部に被熱痕が見られる

ＩＮＹ

38

コンテナ80

袋4
鉄滓 ①103 ②94 ③45 ④386.9

法量は残存最大値 （）は復元値 ▲は他と合計

遺物

番号

コンテナ・

袋
器種 部位

法量（㎝）
①口径②底径③器高

色調
①外面　　②内面

胎土 焼成 備考

ＩＮＹ
23

コンテナ24

袋3

須恵器

皿

口縁

～底部

①（13.7）

②1.75

③（11.8）

①②青灰色(5PB6/1)

～灰色（5Y4/1)
精緻 良好

口縁で径復元（残存率1/7.5）

シャープなつく り

平底から口縁が短く 外反して開く

内面に「生野屋」の注記が見られる

ＩＮＹ
24

コンテナ24

袋3

須恵器

高坏
裾部 ③△1.2

①灰白色(5Y7/1)

②灰白色(5Y7/1)～灰色（5Y6/1)
密 堅緻

小片のため裾部径復元不能

端部を垂直に下垂させる

ＩＮＹ
25

コンテナ24

袋3と

コンテナ80

袋4が接合

須恵器

甕

口縁

～体部

①内端（15.0）

   外端（17.0）

③△9.2

頸部径（14.8）

①②灰色(5Y6/1～5/1)

外面灰　灰白色(5YR7/1～7/2)
密 良好

頸部で径復元（残存率1/12）

肩の張る体部

口縁は外形して短く 開く

口縁端部を凹ませる

体部外面は縦位～右上がりの平行文叩きを施す

体部内面は同心円文当て具痕を残す

口縁端部と体部外面に灰を被る

内面に「生野屋」の注記が見られる

ＩＮＹ
26

コンテナ80

袋4

須恵器

甕

口縁

～頸部

①内端（15.8）

　 外端（17.0）

③△3.9

頸部径（14.0）

①灰色(N5/)・暗灰色（N3/)

②灰色(N5/～4/)
密 良好

口縁部で径復元（残存率1/8）

頸部から口縁が短く 直線的に外傾して開く

口縁端部を凹ませる

ＩＮＹ
27

コンテナ80

袋4

須恵器

甕
肩部

①灰色(N6/～N5/)

②灰色(N6/)
密 良好

頸部付近の肩部片

外面はやや左上がりの縦位の平行文叩き

内面の同心円当て具痕は右回りに動く

ＩＮＹ
28

コンテナ24

袋3

須恵器

壺
体部

①灰色(N6/～N5/)

②灰白色(N7/)
密 良好

壺体部下半の破片

内外面とも回転ナデが施される

ＩＮＹ
29

コンテナ24

袋3

土師器

坏

口縁

～底部
②（7.6）

①にぶい橙色(5YR7/3～7/4)

②にぶい橙色(7.5YR7/4)

　 ～にぶい黄橙色（10YR7/4)

密 良好

坏－口縁境界稜から径復元（残存率1/5.5）

浅い坏部から口縁が外方に大きく 開く

口縁端部を欠失する

内面に「生野ヤ」の注記が見られる

ＩＮＹ
30

コンテナ80

袋4

土師器

坏
底部

②（7.4）

③△1.45
①②灰色(N4/)～暗灰色（N3/) 密 不良

底部外端で径復元（残存率1/4.5）

焼成不良で内外面、断面ともに暗灰色を呈する

ＩＮＹ
31

コンテナ24

袋3

土師器

皿

口縁

～底部

②（9.6）

③△1.2

①にぶい黄橙色(10YR6/4)

②にぶい黄橙色(10YR7/3)
密 良好

底部外端で径復元（残存率1/5）

口縁部を屈曲気味に外方に開く

口縁端部は欠失している

内面に「生野屋」の注記が見られる

ＩＮＹ
32

コンテナ80

袋4

土師器

高坏
脚柱部

脚柱部最少径

（4.6）

①にぶい橙色(7.5YR6/4)

②にぶい橙色（7.5YR6/4）～橙色（7.5YR6/6)
密 良好

脚柱部で径復元（残存率1/2）

内面にしぼり痕が見られる

外面に「生野屋」の注記が見られる

ＩＮＹ
33

コンテナ80

袋4

土師器

甕

口縁

～体部

①（18.0）

   ③△4.8

頸部径（15.2）

①②橙色(7.5YR6/6) やや粗 良好

頸部で径復元（残存率1/7.5）

やや内湾する口縁が短く 立ち上がる

口縁内端ににぶく 面を取る

全面的に風化が著しい

ＩＮＹ
34

コンテナ80

袋4

土師器

甕
口縁部 ③△2.5

①浅黄橙色(10YR8/4)

②浅黄橙色（10YR8/4)

　 ～にぶい黄橙色(10YR7/4)

密 良好

小片のため口径復元不能

器壁の薄い個体

口縁はやや外反して大きく 開く

ＩＮＹ
35

コンテナ24

袋3

土師器

甑か
把手

①橙色(7.5Y7/6)

②浅黄橙色(10YR8/4)
密 良好 甑などの把手

表 10　遺物 （土製品など） 観察表
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